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兵庫教育大学 新・教員養成スタンダード
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19の教職基盤
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カリキュラムポリシー

教養科目群
(アカデミックスキル科
目、社会課題探究科目、
理数系基礎科目、グ
ルーバルスタディーズ
科目、表現コミュニ
ケーション科目等)

教職共通科目群
(教育基礎科目、発達・心理科目、連携
協働科目、インクルージョン科目等)

専門科目群
(教科教育、幼年教育に係る専門科目)

教育内容・方法科目群
(学習観・授業観転換科目、初等内容科目、
初等教科・領域教育法科目、STEAM教育科
目、ICT・情報・データ利活用科目、学級経

営・生徒指導科目、教職支援科目)

教職探究・
リフレクション科目群

(教職キャリア発達科目、実地教育科
目、インターンシップ科目等)

オレンジ:フラッグシップで新設した先導的科目
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1・2年次

初等教科内容科目

初等教科教育法科目

教職キャリア発達科目

学習観・授業観
転換科目

ICT・情報・
データ利活用科目

STEAM教育科目

初等教科授業デザイン科目

初等観察実習 フレンドシップ実習 初等・中等基礎実習
&リフレクション

学校教育応用実習
(選択)

教職実践演習

多様な
選択科目
専門科目

授業づくりの基礎・基本
(従来のコアカリ)

学習観の転換
新たに求められる学び

学びの個性化・専門性向上

転換した学習観の落とし込み

CPDへの方向づけ

3・4年次
学習指導系カリキュラムの構成

講
義
・
演
習
・
探
究
科
目

実
地
教
育
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教職科目として新しく開設した科目
テーマ 科目名 単位 授業方法 学年

教師の連携・協働
子どもの安全と学校組織 2 講演 1
教師の連携・協働と学校経営 2 講演 3
多機関連携と学校防災 2 講演 3

インクルージョン
インクルーシブ教育基礎論 2 講演 1
インクルーシブ教育実践論 2 講演 2

学習観、授業観の転換
学習科学と授業のリデザイン 2 講演 2
ラーニング・ファシリテーションの理論と実践 1 講演 2

EdTech
デジタル学習環境と情報活用 1 講演 1
小学校プログラミング教育教材論＊ 1 講演 2
情報モラル・セキュリティ教育論 1 講演 2

教育データサイエンス 教育データサイエンス 2 講演 1

STEAM教育 STEAM教育概論 1 講義 2
STEAM教育演習 2 演習 2

21単位
＊：中高免には適用せず
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現行の教職科目から減ずる科目

教科及び教科の指導
法に関する科目

初等教科教育法 10科目20単位必修 → 10科目11単位必修
初等教科内容科目（各1単位） 10科目必修 → 6科目選択必修

-9単位
-4単位

-13単位

教育の基礎的理解に
関する科目

教育基礎論 2→1単位、教育史   ２→1単位  選択必修
教職原論  2→1単位       必修
教育社会学 2→1単位、教育制度論 2→1単位 選択必修
発達心理学 2→1単位、教育心理学 2→1単位 選択必修

-1単位
-1単位
-1単位
-1単位

-4単位

道徳、総合的な学習
の時間等の指導法及
び生徒指導、教育相
談等に関する科目

教育方法論 2→1単位
総合的な学習の時間の理論と実践 2→1単位         
教育相談論 2→1単位
特別活動論 2→1単位

-1単位
-1単位
-1単位
-1単位

-4単位

現行の教職科目は、ほぼ全てを2単位科目から、2つの1単位科目（例えば教育基礎論は、教育基礎
論Ⅰと教育基礎論Ⅱ）に分割。Ⅰを必修（コアカリを満たす）、Ⅱは選択。
初等教科教育法は英語を除き2単位から1単位に（10科目必修）。初等教科内容科目は、10科目必修
にしていたものを6科目選択必修に。

小学校１種免の場合
8



HYOGO UNIVERSITY OF TEACHER EDUCATION兵庫教育大学国立大学法人

フラッグシップ大学の特例適用以外に新設した科目
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必修 教職基盤探究（１単位）
※学校課題事例研究Ⅰを改廃

小学校授業づくり入門（１単位）
教育情報化概論（１単位）

※情報通信技術活用論を改廃
選択必修 初等教科授業デザイン10科目（各１単位）

5単位以上
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10
4件法による

授業評価を実施したフラッグシップ科目（試行を含む）
年度 科目名 試行科目 連携先 受講者数 平均値

4 AI・データサイエンス基礎 140 3.27

4 教育データサイエンス 96 3.20

4 STEAM教育演習（教養ゼミ） ○ 加西市 14 3.92

4 教育情報化概論 ○ ダイワボウ情報システム(株) 173 3.71

5 AI・データサイエンス基礎 145 3.47

5 教育データサイエンス (株)ＭＭ総研 147 3.54

5 STEAM教育演習（教養ゼミ） ○
加西市、加東市

アドベンチャーワールド
36 3.79

5
インクルーシブ教育実践論

（障害者理解と支援（入門））
○ 14 3.92

5
インクルーシブ教育実践論

（特別支援教育概説Ａ）
○ 103 3.76
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• Phase Ⅰ コア要素の開発
• Phase Ⅱ シラバス開発
• Phase Ⅲ  実践（R7～）

「STEAM教育概論」：「総合的な学習の時間の理論と実践」の一部でコア要素を試行的に実施。
「STEAM教育演習」：「教養ゼミ」の一部クラスで試行的に実施。
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STEAM教育

アワーズ，加西市教育委員会と
連携した授業実践

フィールドワークやワークショップ

[学修の意義]
各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいかしていくための教
科横断的な教育としてSTEAM教育の実施が求められている。STEAM
教育科目では，STEAM教育の意義や教師としての在り方を学ぶ。
[今後の予定]
 R7より「STEAM教育概論」，「STEAM教育演習」を実装予定。

STEAM Labを
活用した授業

「STEAM教育演習」試行実践の成果は、https://doi.org/10.15117/0002000390 を参照

https://doi.org/10.15117/0002000390
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